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　9月25日、対馬市はタレントの王理恵さんに「つしまソムリエ」の認定証を交付しました。
主に首都圏や福岡都市圏でのイベントなどを通して、自然豊かな対馬の食材をPRしていただ
く予定です。
　王理恵さんは、世界のホームラン王：王貞治さんの次女。タレント活動のほか、野菜ソムリ
エや穀物エキスパートの資格を持ち、食の重要性を伝える活動に力を入れています。
　王さんは「父からも『対馬のお役に立てるように頑張りなさい』とエールをもらいました。
自然豊かな“対馬”を自分の“ふるさと”だと思い、全国に発信していきます」と決意を語り
ました。
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　9月2日、第58回対馬島民体育大会（球技・武道）が開催されました。各競技とも11月に開
催される長崎県民体育大会の出場権をかけた「負けられない戦い」が展開されました。
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　皆さんこんにちは。私は対馬市商工会青年部の脇本周一と申します。私の地元対馬は日本海の西に浮かぶ、南北約
82キロ・東西18キロの細長い島で、面積の89％を山林が占める自然豊かな島です。�
　さて、本日のテーマにもある地域振興とは何か？私は「自分たちの住むこの場所はこんなにも素晴らしい。この良
さをぜひ体験しに来て欲しい」という、地域を愛する気持ちこそが、地域振興・地域活性化の第一歩だと思います。
そこでわれわれ青年部は、自分たちに一体何ができるのか、どうすれば地域活性化に繋がるのか、みんなで考えてい
ました。そんな中、今から3年前のある定例会の時のことでした。当時の部長から「俺たちの手で7年ぶりに、“おっ
どん祭り”を復活させようじゃないか」という提案がありました。�

　おっどん祭りの「おっどん」とは、俺たち、私たちという意味です。この祭りは平成14年まで18年間続いていた
恒例の夏祭りでした。しかし、復活させるにもほぼゼロからのスタートで部員からは不安の声もありましたが、町お
こしのため、子ども達のためにと青年部主催で復活に向けて動き出すことになりました。過去の資料や、対馬の他の
地域の祭りなどを参考にみんなでアイデアを出し合いたくさんの会議を重ねました。子ども達に喜んでもらうために
ローカルヒーローショーも企画し、衣装の制作・ショーの構成・練習など、10分ほどのショーに何十時間も費やしま
した。そんな、私たちの苦労を一気に吹き飛ばしてくれたのは、祭り当日の子ども達のたくさんの笑顔や大きな歓声
でした。�
　そして祭りと言えばやはり“花火”です。子どもたちにどうしても花火を見せたかった私たち青年部は、地域の方々
のお宅を訪ね、花火のための寄付集めをさせていただきました。そんな私たちにみなさんは、多くの寄付金とそれ以
上の暖かい想いを預けてくださいました。お陰で2年に1回ではありますが、花火をあげられる事となりました。�
　2010年8月21日。祭りを復活させて2年目の夏。花火の夏です。関係者を含め、総来場者数のべ3000人。花火、
約1600発。一般的に花火1600発というのは、少ない数かもしれません。しかし、その一つ一つに、地域の方々の暖
かい心、青年部のメンバーの熱い想いが込められていました。そして終わった後の達成感はすばらしいもので、今で
もあのときの感動を覚えています。それと同時に、やり遂げることの難しさ、チームワークの大切さなど今後の人生
に必ず役立つであろう様々なものを経験することができました。これからもこの祭りを続けて行くことで、少しでも
地域おこしに貢献できればと思います。�

　そして、私たち青年部が熱くなっているものは祭りだけではありません。もう一つあります。それは、対馬のソウ
ルフード“とんちゃん”です。�
　一般的には味付けホルモンのことを「とんちゃん」と言われていますが、私たちのとんちゃんは、豚の肩ロースを
独自の甘辛ダレにつけ込んだ、われわれ対馬市民にはとてもなじみ深いものです。平成22年2月、このとんちゃんを
使って全国に対馬をPRし、地域おこしの起爆剤になろうと、“とんちゃん部隊”を設立しました。同年3月にパサージ
ュ広場のイベントで福岡デビューし、4月には“第2回九州ご当地グルメコンテスト”で優勝することができました。
この時の優勝がのちの活動に大きな勢いをもたらしてくれました。こういったイベントは、土曜日、日曜日と2日間
開催されます。前日の金曜日に開催地へ行くので、この間、仕事を約3日休むことになるのですが、それでもとんち
ゃん部隊としてイベントに参加できているのは、他でもない家族の理解と協力のおかげだと思っています。�
　私たちとんちゃん部隊はB-1グランプリを主催している“愛Bリーグ”に加盟しており、今年1月に今までの準会員
から正会員に昇格いたしました。80団体加盟している中で、離島の団体では初めて“B-1グランプリ”出場権を得る
ことができました。このB-1グランプリでは、日本全国の自慢の料理が提供されます。しかし料理を売ること自体を
目的としているのではなく、“料理を通じて「地域をPRする」こと”で、一人でも多くのお客様に各地域に足を運ん
でもらおうという、“地域活性化を目的”とした「まちおこしイベント」です。料理を含めたまちおこし活動の日本
一を決めるイベントなのです。もちろんとんちゃん部隊も、とんちゃんを売るのが目的ではありません。とんちゃん
を活用することによる、地元対馬の町おこしを目的としています。�
　そしてB-1グランプリ当日には2日間で50万人以上集まり、料理の味だけではなくお客様に対する対応や地域をPR
するパフォーマンス、おもてなしの対応などを含め総合的に評価され投票されます。投票は箸によって行われ、その
箸の重量でどの団体がグランプリを受賞するかが決まります。グランプ
リを受賞した地域は一気に知名度が上がり、テレビや雑誌に取り上げら
れる機会が増え、観光客が増加するなど、さまざまな経済効果が期待で
きるのです。そして今年のB-1グランプリは10月20日（土）、21日(日)
に北九州市小倉で開催されます。私たちは、小倉開催の今年がチャンス
だと考えております。それは地元九州で開催されるということと、初参
戦だからです。ここで上位に入れば、全国に対馬というまちを広く、そ
して強くPRすることができると思っています。�

　私たちは昔からみんなに親しまれてきた食材を活用したこと、メンバ
ー全員のチームワーク、対馬を盛り上げたいという熱い気持ちでここま
でやってくることができました。祭りを成功させた自分たちの団結力を
信じ、離島というハンデを乗り越え“B-1グランプリ”で離島初・長崎
初の日本一を目指したいと思います。�




